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　序　章　～人・まちをつなぐ～

初代萬代橋
二代目萬代橋

　第一章　～いつまでも世のために～

三代目萬代橋
架け替えのきっかけ・計算された橋の美しさ

施工時の様子
橋の完成

　第二章　～75年のときをつなぐ～

渡橋式の様子
昭和４年8月23日

昭和4年～昭和38年
戦中・高欄崩落事故・新潟大火・軌道敷認可の放棄

新潟地震
昭和39年6月16日

自動車時代の到来
昭和40年代

竣工50周年
昭和54年8月23日

架橋百周年
昭和60年市民によるライトアップ開始・

昭和61年万代橋百周年記念事業

平成元年～10年
民謡流し開始・萬代橋フォーラム開始・福岡県『名島橋』と兄弟縁組・

第１回新潟市都市景観大賞受賞

竣工70周年
萬代橋竣工70周年記念・萬代橋を中心としたまちづくりの動き・

土木学会選奨土木遺産に認定

　第三章　～75年のときを経て～

竣工75周年記念
萬代橋協議会・萬代橋75周年記念事業

　第四章　～まちの誇り萬代橋～

重要文化財指定
指定のきっかけ・『新潟の萬代橋』から『日本の萬代橋』へ・

概要と指定範囲・記念セレモニー・パレード・橋側灯点灯式・

萬代橋誕生祭

重要文化財指定記念行事

　萬代橋は昭和 4 年の架橋以来、信濃川を

渡る大勢の人の往来を支えてきました。また、

地域とともに、太平洋戦争、新潟地震、経済

発展と車社会の到来など時代の風雪にも耐え、

新潟市のシンボルとして輝き続けてきました。

　そして、架橋から 75 年目を迎えた平成 16

年には、多くの方々の期待に後押しされ、国

の重要文化財指定としての指定を頂き、名実

ともに｢日本の名橋｣となりました。

　新潟国道事務所では、架橋 75 周年を記念

し、萬代橋の高欄や路面を補修すると共に、

照明灯や橋詰等を建設当初の姿に忠実に復

元しました。さらに、市民とともに歩んできたこ

れまでの萬代橋の歴史を振り返り、記録し、

後世へ伝えるための本誌を発刊することがで

きました。

　萬代橋が、これからも新潟市の発展を支え、

萬代（よろずよ）まで地域に貢献することを祈念し、

発刊のご挨拶に代えさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　  平成 17 年 3 月

国土交通省新潟国道事務所長　茅 野　牧 夫

発刊にあたって
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【第二章  75年のときをつなぐ】

　新潟の大動脈として、また新潟のシンボルとして人々に愛されてきた萬代橋は「用・強・美」の３つを
兼ね備えた素晴らしい新潟の財産として評価されています。
　これを機会に『温故知新・新潟新まちづくり実行委員会』が組織され、萬代橋建設当時の人々の期
待や技術者の情熱、新潟地震にも耐えまちの復興を支えた物語などをもう一度発掘し、７０年間愛され
続けてきた萬代橋から得られる教訓を活かし、新潟らしいまちづくりを地域の方 と々ともに考えました。

■萬代橋を中心としたまちづくりの動き（平成14年～）

■土木学会選奨土木遺産に認定（平成14年）

■万代橋竣工70周年記念（平成11年）

▲水辺のカフェで楽しむ市民▲ワークショップの様子

▲認定プレート▲認定書

『万代橋と新潟のまちづくりを考えるワークショップ』から
の発案で萬代橋竣工 74 年目を迎える平成 15（2003）
年 8 月23日に市民の手づくりよる第１回目の萬代橋誕
生祭が行われました。

「新潟市民の心のふるさとである萬代橋を新潟のまちづくり
にもっと活かす方法はないのか？」と市民が集まり、平成 14

（2002）年から2 年に渡り8 回のワークショップと2 回のシンポ
ジウムを行いました。

　平成 14（2002）年 11 月18日、土木学会より平成 14年度『土木学会選奨土木遺産』に認定されました。この制度は、
土木遺産の顕彰を通じて、歴史的土木構造物の保存に資することを目的として平成 12 年度に創設されました。萬代橋
は、日本人技術者による初の空気潜函工法を用いて築き、充腹アーチ橋として国内最大の支間長を誇り、マグニチュー
ド7.5もの新潟地震に耐えた点が高く評価されました。

■萬代橋誕生祭■万代橋と新潟のまちづくりを考えるワークショップ

■万代橋のあゆみ

平成13（2001）年2 月には、萬代橋の歴史と「用・強・美」をわかりやすく
紹介するパンフレットが作成されました。

▲ワークショップの様子▲開催挨拶

■「私の万代橋」作品集

　萬代橋をもう一度見つめ直そうと「万代橋の思い出」
や「これからの万代橋への期待」の気持ちを込めた作
品及び萬代橋にゆかりのある資料を広く募集しました。
　そこで、この想いを市民と共有すべく、『「私の万代橋」
作品集』が刊行されました。萬代橋への想いがぎっしり
詰まった一冊です。

■温故知新・新潟新まちづくりワークショップ

　萬代橋竣工７０周年を記念して、『温故知新・新潟新まちづくりワークショップ』が７月２７日に開催され
ました。萬代橋に愛着を持つ市民ら約６０名が参加。新潟大学工学部の大熊教授によるミニ講演「まち
づくりの中での萬代橋」の後、テーマ毎に６つのグループに分かれて議論を開始。長い間人々に愛され
てきた萬代橋の持つ魅力を再発見しながら、これからの新潟のまちに必要な魅力について熱い議論が
繰り広げられました。
　また、ワークショップに参加する市民を対象に「水都にいがた・万代橋めぐり」も開催。萬代橋下流橋
建設館及び工事現場を見学した後、水上バス「アナスタシア号」に乗船。普段とは異なる新潟のまちな
みをじっくり観察しました。
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■照明灯の変遷

照
明
灯
・
橋
側
灯

【第三章  75年のときを経て】

萬代橋への愛情をカタチにしよう！

　照明灯同様に橋側灯も昭和4（1929）年の建設当時の姿に復元しました。昭和60（1985）年から萬代橋に彩りを添えて
きたライトアップに替わり、今後は橋側灯が萬代橋を照らします。

▲復元された照明灯・橋側灯

▲市民による橋詰での募金活動▲寄付を呼びかけるパンフレット

▲復元された橋側灯

■萬代橋復元プロジェクト
　「萬代橋復元プロジェクト実行委員会」は、

重要文化財指定を祝い、市民の萬代橋への
愛情をカタチに残そうと、募金による橋側灯設
置を計画。市民から集められた約 1,800 万円
で、萬代橋に灯る橋側灯10基のうちの一部を
設置しました。

■照明灯・橋側灯

▲昭和4年完成当時 ▲昭和20年代 ▲昭和40年頃 ▲昭和60年頃 ▲平成16年現在▲戦時中

▲当初の形に復元するため、木型を 
　おこし、型枠を造り、溶かした鉄を 
　流し込んで固まるのを待ちます。

▲冷えて固まったら型枠から取り外し、
　機械を使って形を整えます。

▲点灯テスト

▲部品を組み立てて、最後に点灯の
　テストをします。

▲照度を確認する南雲氏
▲現地での照度テスト

■現地テスト

▲復元工事前 ▲復元工事後

照明灯は昭和4（1929）年の建設当時の姿に復元し、橋の側面から車道と歩道の間に設置しました。

■照明灯と橋側灯の製作の様子
　照明灯と橋側灯は、昭和4年の建設当初
の設計図面に基づいて製造を行いました。
また、素材は南部鋳物を採用し、製造技術
を伝承しました。
　復元プロセスについては、専門的見地から、
新潟県出身の環境プロダクトデザイナーの
南雲勝志氏が監修しました。

建設当初の照明灯・橋側灯図面▲

▼
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架橋工事開始
工事完了、渡り初め
新潟県が買い取り、無料となる（買収費約１５，９００円）
新潟大火により半分以上が焼失
仮橋工事完了

初代の杭を利用し工事完了

架け替え工事開始
工事完了、渡り初め
第二次世界大戦により、照明灯や高欄の鉄柵などの鉄材供出
川開き花火大会にて欄干倒壊、１００余名が死傷
県道から国道へ移管
新潟地震により左右岸の取付道路、橋台等に被害
応急復旧工事完了
本復旧工事完了
橋詰ポケットパーク植樹
橋詰ポケットパーク植樹
「三代目萬代橋」50周年
萬代橋の耐荷力調査実施
市民の募金によるライトアップ開始
「チューリップフェスティバル」開始
社団法人照明学会東北支部長賞受賞
建設省第１回「手づくり郷土賞」受賞
初代から数えて「万代橋百周年記念事業」
「万代橋百周年記念式典」開催
「万代橋架設百周年記念碑（橋跡）」設置
萬代橋・柾谷小路で民謡流し開始
「萬代橋フォーラム」開始
「名島橋」（福岡県福岡市）と兄弟橋縁組を結ぶ
「第1回新潟市都市景観大賞」受賞
「万代橋歴史ガイド」完成
万代クロッシングの工事中に旧萬代橋の基礎杭を発見
「三代目万代橋70周年記念事業」（温故知新・新潟新まちづくりワークショップ等）
「萬代橋協議会」設立
土木学会「選奨土木遺産」認定
「萬代橋誕生祭」開始
「萬代橋75周年記念事業」着手
「重要文化財」指定について文化審議会答申
「重要文化財」指定（官報告示）
「重要文化財指定記念行事」開催

萬代橋の歴史
明治19（1886）年  2月
　　　　　　　 11月
明治33（1900）年  4月
明治41（1908）年  3月  
　　　　　　　　6月
　　　　　　　 

明治42（1909）年 12月
　　　　　　　 

昭和 2（1927）年  7月
昭和 4（1929）年  8月
昭和10年代後半（1940頃）
昭和23（1948）年  8月
昭和36（1961）年  4月
昭和39（1964）年  6月
　　　　　　　  7月
昭和40（1965）年  5月
昭和45（1970）年
昭和52（1977）年
昭和54（1979）年
昭和55（1980）年
昭和60（1985）年  ８月
昭和61（1986）年  4月
　　　　　　　  6月
　　　　　　　  7月
　　　　　　　  8月
　　　　　　　 11月
　　　　　　　 12月
平成元（1989）年  8月
平成 3（1991）年 8月
平成 6（1994）年 8月
平成 7（1995）年 10月
平成 8（1996）年  3月
　　　　　　　  7月
平成11（1999）年  　
平成12（2000）年  8月
平成14（2002）年 11月
平成15（2003）年 8月
平成16（2004）年 2月
　　　　　　　 4月
　　　　　　　  7月
　　　　　　　  8月
　　　

初代「萬代橋」（木橋）橋長430間（約782ｍ）、橋幅4間（約7.3ｍ）、工事費約33,800円、個人所有の有料橋

二代目「萬代橋」（木橋）橋長430間（約782ｍ）、橋幅4間2尺（約7.9ｍ）、工事費約１２６，000円

三代目「萬代橋」（鉄筋コンクリート橋）橋長306.9ｍ、橋幅22.0ｍ、工事費約240万円

新潟市史�

にいがた萬代橋－その百年－�

新潟市

社団法人北陸建設弘済会

　　　　　　　　　（順不同）

参考文献

新潟市・新潟日報社・毎日新聞社・読売新聞社・社団法人土木学会・新潟県立図書館・

萬代橋復元プロジェクト実行委員会・内山喬司・児玉義男・相田諒二・弦巻順　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

写真・資料提供

■発行者／国土交通省 北陸地方整備局 新潟国道事務所
■発行年月日／平成17年3月
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